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戦
後
教
育
改
革
期
に
お
け
る
旧
制
か
ら
新
制
へ
の
転
換
と
学
校
間
接
続

―
南
山
学
園
の
事
例
研
究
―

中
尾
浩
康
・
永
井
英
治　

は
じ
め
に

戦
後
教
育
改
革
は
、
一
九
四
七
年
に
新
制
中
学
校
、
一
九
四
八
年
に
新
制
高
等
学
校
、
一
九
四
九
年
に
新
制
大
学
を
発
足
さ
せ
る
と

い
う
基
本
方
針
の
下
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
と
く
に
中
等
教
育
段
階）

1
（

で
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
旧
制
中
等
教
育
機
関

が
新
制
中
学
校
（
三
年
制
）・
新
制
高
等
学
校
（
三
年
制
）
に
転
換
し
た
場
合
、
設
置
初
年
度
の
一
年
生
が
卒
業
し
て
か
ら
上
級
学
校

が
設
置
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
初
年
度
の
う
ち
全
学
年
が
揃
う
事
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
初
年
度
の
二
年
生
・
三
年

生
は
編
入
学
と
い
う
形
を
取
る
の
で
あ
る
が
、
学
校
に
よ
っ
て
は
、
あ
え
て
旧
制
の
学
校
に
在
籍
し
続
け
る
と
い
う
選
択
肢
を
残
す
場

合
も
あ
り
、
転
換
と
学
校
間
接
続
は
多
様
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
、
た
と
え
ば
『
学
制
百
年
史）

2
（

』
や
個
別
学
校
沿
革
史
か
ら
知
識
と
し
て
理
解
す
る
人
も
い
れ
ば
、
自
分
自
身
が
そ
れ

を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
る
場
合
、
個
別
学
校
沿
革
史
や
そ
れ
に
類
す
る
書
籍
で
も
、
自
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分
（
著
者
／
筆
者
）
が
知
っ
て
い
る
こ
と
は
皆
も
知
っ
て
い
る
と
し
て
あ
え
て
書
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
南
山
学

園）
3
（

の
場
合
に
も
そ
う
し
た
事
柄
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
知
っ
て
い
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
時
、
知
識
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
、

残
さ
れ
た
史
料
を
利
用
し
て
一
か
ら
復
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

本
稿
の
課
題
は
、
右
に
み
た
よ
う
に
知
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
状
況
に
お
い
て
、
戦
後
初
期
の
南
山
学
園
に
お
け
る
旧

制
か
ら
新
制
へ
の
転
換
と
進
学
・
編
入
学
な
ど
の
学
校
間
接
続
の
実
相
を
復
元
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
選
択
肢
が
与
え

ら
れ
た
と
き
、
多
く
の
生
徒
は
い
ず
れ
を
選
ぶ
の
か
を
考
察
し
、
当
事
者
に
と
っ
て
旧
制
か
ら
新
制
へ
の
転
換
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
た
か
考
え
る
手
が
か
り
を
得
た
い
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
旧
制
の
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
を
前
身
校
と
し
て
新
制
大
学
で
あ
る
南
山
大
学
が
設
置
さ
れ
た
と
き
、
南
山

大
学
に
二
年
次
編
入
を
用
意
し
な
が
ら
、
大
学
設
置
認
可
書
が
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、
応
急
措
置
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
別
科
」

学
生
の
問
題
を
扱
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
応
急
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
二
年
次
編
入
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

次
に
、
旧
制
南
山
中
学
校
か
ら
新
制
南
山
中
学
校
・
新
制
南
山
高
等
学
校
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、
一
次
史
料
の
分
析
に
よ
り
、
ど
の
よ

う
な
過
程
を
た
ど
っ
た
の
か
を
復
元
す
る
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
南
山
学
園
に
お
け
る
中
等
教
育
機
関
の
転
換
に
お
い
て
選
択
肢
が

設
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
多
数
派
は
何
を
選
ん
だ
か
、
そ
の
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
考
察
を
加
え
た
い
。
ま
た
、
史
料
分
析
に
お
い
て

は
、
史
料
の
作
成
過
程
の
理
解
が
決
定
的
に
意
味
を
も
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
学
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
け
る
史
料
調
査
・
分
析
の
重
要

性
を
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
旧
制
か
ら
新
制
へ
の
転
換
と
学
校
間
接
続
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
個
別
学

校
沿
革
史
か
ら
事
例
を
積
み
重
ね
る
こ
と
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い）

4
（

。
な
お
、
本
稿
の
執
筆
分
担
は
、「
二 

旧
制
南
山
中

学
校
か
ら
新
制
南
山
高
等
学
校
・
中
学
校
（
男
子
部
）
へ
の
転
換
」
が
中
尾
、
残
り
の
部
分
が
永
井
で
あ
る
が
、
全
体
に
つ
い
て
は
両

名
で
調
整
し
た）

5
（

。
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一　

名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
か
ら
南
山
大
学
へ
の
転
換

１　

南
山
大
学
の
設
置

南
山
大
学
は
一
九
四
九
年
に
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
を
母
体
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
と
は
、
一
九
四
六

年
に
設
置
さ
れ
た
南
山
外
国
語
専
門
学
校
が
名
称
変
更
さ
れ
た
旧
制
の
専
門
学
校
で
、
近
々
に
行
な
わ
れ
る
学
制
改
革
を
見
越
し
て
設

置
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
が
新
制
大
学
に
転
換
さ
れ
る
の
は
、
予
定
さ
れ
た
改
革
で
あ
っ

た）
6
（

。南
山
大
学
の
設
置
に
関
し
て
や
や
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
上
智
大
学
の
よ
う
に
一
九
四
八
年
に
新
制
大
学
設
置
と
し
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
文
部
省
は
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
新
制
中
学
校
、
新
制
高
等
学
校
、
新
制
大
学
を
一
九
四
七
年
度
か
ら
一
年
毎
に
開
設
さ

せ
よ
う
と
し
、
新
制
大
学
制
度
が
一
九
四
九
年
度
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部G

H
Q

/SC
A

P 

の
教
育
担
当

で
あ
る
民
間
教
育
情
報
局C

IE

が
異
を
唱
え
、
そ
の
結
果
、
十
二
の
公
・
私
立
大
学
が
一
九
四
八
年
度
に
発
足
し
た
こ
と
は
新
制
大

学
に
と
っ
て
あ
ま
り
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た）

7
（

。
上
智
大
学
と
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
た
南
山
学
園
に

情
報
は
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
南
山
学
園
は
一
九
四
八
年
設
置
を
選
択
し
な
か
っ
た
。
十
二
の
大
学
は
す
べ
て
旧
制
大

学
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
理
由
を
教
育
・
研
究
の
実
績
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
校
舎

が
大
学
と
し
て
は
圧
倒
的
に
狭
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
南
山
学
園
は
一
九
四
八
年
に
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
校
舎
を
東
西
に
拡
充

す
る
工
事
が
よ
う
や
く
で
き
た
の
で
あ
り
、
一
九
四
八
年
設
置
を
選
択
し
た
場
合
に
校
舎
を
前
も
っ
て
建
設
し
て
お
く
こ
と
は
ほ
ぼ
不

可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
南
山
大
学
設
置
後
も
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
は
在
校
生
が
卒
業
す
る
ま
で
並
存
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
校
舎
建
設
を
予
定
と
し
て
大
学
設
置
を
認
可
さ
れ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
校
舎
が
建
つ
ま
で
二
つ
の
学
校
の
学
生
・
生



86

徒
を
収
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
四
八
年
の
新
制
大
学
設
置
と
い
う
選
択
肢
を
選
ぶ
余
地）

8
（

は
、
南

山
学
園
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

２　

南
山
大
学
設
置
認
可
申
請
書
の
不
備

南
山
大
学
の
設
置
認
可
申
請
書
の
作
成
は
、
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
教
授
の
中
山
英
司
が
専
従
で
当
た
っ
た
。
開
学
当
初
の
南
山

大
学
は
一
部
（
昼
間
部
）
だ
け
で
な
く
二
部
（
夜
間
部
）
も
設
置
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
設
置
認
可
さ
れ
た
学
科
と
異
な
り
、
実
際
に

二
部
で
学
生
が
募
集
さ
れ
た
の
は
英
文
学
科
の
み
で
あ
っ
た
。
設
置
認
可
申
請
書
は
、
一
部
に
つ
い
て
の
も
の
が
七
月
三
十
一
日
、
二

部
に
つ
い
て
の
も
の
が
七
月
三
十
日
付
で
提
出
さ
れ
た）

9
（

。
文
部
省
と
の
間
で
は
、
そ
の
後
も
書
類
の
追
加
提
出
な
ど
の
や
り
取
り
が
あ

り
、
設
置
認
可
は
一
九
四
九
年
二
月
二
十
一
日
で
出
さ
れ
た
。
問
題
は
そ
の
中
の
「
開
設
学
年　

一
学
年
」
と
い
う
記
載
に
あ
っ
た
。

設
置
認
可
申
請
書
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、「
学
部
及
び
学
科
別
学
生
収
容
定
員
」
の
項
目
に
「
註
．
毎
年
第
一
学
年
の
み
募
集　

現
存
専
門
学
校
生
徒
の
転
換
処
置
の
場
合
に
限
り
、
第
二
学
年
に
編
入
収
用
を
な
す
（
但
し
定
員
制
に
拠
ら
な
い
）」
と
い
う
記
述
が

あ
り
、
専
門
学
校
生
が
大
学
に
編
入
す
る
場
合
、
第
二
学
年
に
編
入
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
記
述
は
、
認
可
申

請
書
冒
頭
の
「
南
山
大
学
設
置
要
項
」
に
は
見
ら
れ
ず
、
う
っ
か
り
す
る
と
見
逃
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
の
危
惧
が
現
実
と
な
っ

て
し
ま
い
、
南
山
大
学
は
第
一
学
年
の
み
を
以
て
始
ま
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
設
置
認
可
申
請
書
の
註
記
に
よ
る
限
り
、
編
入

は
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
に
限
定
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
事
実
、
三
重
県
四
日
市
の
海
星
学
園
と
名
古
屋
の
金
城
女
子
専
門
学
校
か

ら
編
入
希
望
者
が
あ
り
、
南
山
学
園
は
そ
の
希
望
者
ら
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
い
た
。
海
星
学
園
は
一
九
四
九
年
九
月
に
南
山
学
園
へ

の
合
併
移
管
を
求
め
、
十
二
月
八
日
に
合
併
調
印
し
、
一
九
五
〇
年
度
よ
り
南
山
大
学
附
属
南
山
第
二
高
等
学
校
と
な
っ
た
学
校
で
あ

る）
10
（

。
一
九
四
九
年
四
月
以
前
の
段
階
で
は
南
山
学
園
と
の
直
接
の
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
海
星
学
園
は
一
九
四
七
年
四
月
か
ら
校
長
に
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四
日
市
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
主
任
で
あ
る
エ
ド
ム
ン
ド
・
ラ
イ
ア
ン
を
迎
え
て
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
金
城

学
院
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
南
山
学
園
と
の
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
戦
後
初
期
に
は
南
山
学
園
主
催
の
音
楽
会
の
た
め
に
金

城
学
院
の
講
堂
を
借
り
る
な
ど
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校
と
し
て
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

以
後
の
顛
末
は
『
南
山
大
学
五
十
年
史）

11
（

』
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
要
点
の
み
を
記
せ
ば
、

①
南
山
大
学
は
第
二
学
年
へ
の
編
入
を
認
め
る
よ
う
文
部
省
に
働
き
か
け
る
一
方
、
編
入
希
望
者
を
「
別
科
」
に
収
容
し
て
大
学
レ
ベ

ル
の
授
業
を
行
な
う
。

②
文
部
省
か
ら
は
別
科
を
有
す
る
大
学
は
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
南
山
大
学
の
「
別
科
」
は
特
殊
な
事
情
で
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

③
新
学
年
を
迎
え
る
ま
で
に
編
入
の
認
可
を
得
て
、
遡
っ
て
第
二
学
年
か
ら
編
入
し
て
い
た
と
し
て
第
三
学
年
に
編
入
さ
せ
る
こ
と
の

認
可
を
再
三
求
め
、
よ
う
や
く
認
可
を
得
た
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
過
程
で
南
山
学
園
は
、
前
述
の
「
現
存
専
門
学
校
」
を
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
に
限
定
し
て
い

た
が
、
一
方
で
海
星
学
園
と
金
城
学
院
か
ら
の
編
入
希
望
者
を
別
科
に
収
容
し
て
お
り
、
細
か
な
点
で
矛
盾
を
お
か
し
て
い
た
。
こ
う

し
た
こ
と
も
、
編
入
の
認
可
が
遅
れ
た
こ
と
の
要
因
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３　

南
山
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
の
重
視

こ
う
し
て
文
部
省
へ
の
再
三
の
働
き
か
け
を
経
て
「
別
科
生
」
は
南
山
大
学
第
一
期
卒
業
生
と
な
り
、
一
九
五
二
年
三
月
、
南
山
大

学
を
卒
業
し
た
。
こ
の
編
入
の
特
徴
は
、
外
国
語
専
門
学
校
の
卒
業
生
と
第
二
学
年
修
了
者
と
を
同
等
に
扱
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
学
年

齢
を
み
れ
ば
、
旧
制
専
門
学
校
卒
業
生
は
、
新
制
で
は
大
学
二
年
修
了
と
な
り
、
大
学
三
年
へ
の
編
入
が
適
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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し
か
し
、
南
山
大
学
の
開
設
に
あ
た
っ
て
第
三
学
年
へ
の
編
入
は
想
定
さ
れ
て
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
編
入
生
の
メ
イ
ン
と
な
る
名
古

屋
外
国
語
専
門
学
校
の
一
九
四
九
年
三
月
卒
業
生
は
、
設
置
認
可
の
関
係
で
一
九
四
六
年
九
月
の
入
学
で
あ
る
た
め
、
合
計
三
年
に
満

た
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
第
三
学
年
編
入
と
な
る
と
、
教
養
課
程
を
す
べ
て
修
了
し
た
こ
と
に
な
り
、

大
学
で
の
一
般
教
育
科
目
を
受
講
し
な
い
で
卒
業
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
点
で
、
南
山
大
学
初
代
学
長
と
な
る
ア
ロ
イ
ス
・
パ
ッ
ヘ
が
新
制
大
学
の
根
幹
と
も
い
う
べ
き
一
般
教
育
科
目
（
教
養
科
目
）

を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
、
参
照
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う）

12
（

。
ま
た
、
上
原
專
祿
が
米
国
教
育
使
節
団
報
告
の
一
般
教
育
へ
の
理
解
を
評

価
し
た）

13
（

よ
う
に
、
一
般
教
育
の
重
視
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
特
徴
と
し
て
理
解
さ
れ
、
パ
ッ
ヘ
は
そ
れ
を
進
ん
で
取
り
入
れ
て
い
た
。

米
軍
は
世
界
に
駐
留
す
る
米
兵
に
高
等
教
育
の
機
会
を
与
え
る
制
度
を
持
ち
、
駐
留
地
の
大
学
と
契
約
を
結
ん
で
、
若
い
米
兵
の
除

隊
後
に
大
学
卒
の
資
格
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、日
本
で
は
上
智
大
学
と
南
山
大
学
が
そ
の
契
約
を
結
ん
で
い
た）

14
（

。
こ
れ
は
、

社
会
的
に
は
占
領
国
の
軍
人
の
教
育
を
請
け
負
う
と
い
う
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
と
は
限
ら
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
大

学
に
相
応
す
る
教
育
の
質
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
高
等
教
育
の
質
を
高
く
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
を
担
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
を
南
山
大
学
は
米
国
と
結
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
南
山
大
学
は
米
国
が
求
め
る
高
等
教
育
の
水
準
を
維
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
大
学
教
育
の
水
準
に
関
す
る
意
識
が
浸
透
し
、
且
つ
、
求
め
ら
れ
る
水
準
が
保
証
さ
れ
れ
ば
そ
れ
は
、
南
山
大
学
の
教

育
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
パ
ッ
ヘ
に
と
っ
て
理
に
適
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
学
教
育
の
水
準
保
証
に
関
す
る

理
解
が
一
般
教
育
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、
人
文
社
会
系
の
総
合
大
学
を
指
向
す
る
南
山
大
学
に
お
い
て
、
自
然
科
学
の
授
業
に
必
要
な
設

備
を
配
置
し
た
こ
と）

15
（

や
人
文
系
の
教
養
と
し
て
音
楽
の
授
業）

16
（

を
重
視
し
た
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
学
年
齢
の
重
複
よ
り
も
南
山
大
学
で
行
な
わ
れ
る
一
般
教
育
課
程
の
授
業
を
受
講
し
な
い
こ
と
の
方
が

重
く
捉
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
旧
制
で
の
教
育
の
一
年
間
の
差
異
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
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も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
別
科
生
を
経
験
し
た
南
山
大
学
第
一
期
卒
業
生
が
、
わ
ず
か
一
一
名
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

多
く
の
生
徒
が
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
を
卒
業
す
る
途
を
選
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
旧
制
と
新
制
が
選
択
肢
と
し
て
与
え

ら
れ
た
と
き
、
必
ず
し
も
新
制
を
選
ぶ
者
が
多
数
派
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
個
別
事
例
に
お
け
る
転
換
期
の
実
相
が
読
み
取
れ
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
状
況
か
ら
の
推
測
と
な
る
が
、
資
格
か
ら
み
た
と
き
、
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
が
中
等
教
員
無
試
験
検
定

を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
ヒ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
新
制
大
学
で
新
制
中
等
教
育
機
関
の
教
員
免
許
を
取
得
し
な
く
て
も
、

名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
、
旧
制
で
は
あ
る
が
中
等
学
校
教
員
の
免
許
が
取
得
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
教
員
を
志
望
す
る
者
の
視
点
と
な
る
が
、
こ
れ
を
高
等
教
育
修
了
と
い
う
学
歴
の
問
題
に
一
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
制
大

学
へ
の
編
入
学
は
単
純
に
在
学
期
間
の
延
長
を
も
た
ら
す
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
（
？
）
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
未
だ
「
戦
後
」

で
あ
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
時
期
、
経
済
的
に
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
や
は
り
避
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
同
程
度
の
資
格
／
学
歴
が
得
ら
れ
れ
ば
、
負
担
の
小
さ
い
方
を
選
ぶ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
新
制
大
学

に
進
学
す
る
前
の
段
階
で
は
、
ど
の
よ
う
な
転
換
と
学
校
間
接
続
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二　

旧
制
南
山
中
学
校
か
ら
新
制
南
山
高
等
学
校
・
中
学
校
（
男
子
部
）
へ
の
転
換

１　

転
換
の
過
程
復
元

南
山
学
園
で
は
文
部
省
の
予
定
通
り
に
旧
制
か
ら
新
制
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
七
年
度
か
ら
新
制
南
山
中

学
校
が
発
足
し
、
同
時
に
旧
制
南
山
中
学
校
の
入
学
生
募
集
を
停
止
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
八
年
度
か
ら
新
制
南
山
高
等
学
校
を
発
足

さ
せ
た
。
翌
年
の
大
学
設
置
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
問
題
は
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
転
換
の
具
体
相
だ
が
、
こ
れ
を
現
存
す
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る
史
料
（
特
に
学
籍
簿
）
か
ら
復
元
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
。

は
じ
め
に
学
籍
簿
の
構
造
を
分
析
し
た
。
基
本
と
な
る
の
は
、
旧
制
中
学
校
と
新
制
中
学
校
、
旧
制
中
学
校
と
新
制
高
等
学
校
と
の

転
換
の
過
程
で
あ
り
、
次
に
新
制
中
学
校
と
新
制
高
等
学
校
と
の
接
続
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
新
制
中
学
校
の
全
学
年
が
順
次

揃
い
、
そ
の
完
成
年
度
を
迎
え
て
か
ら
新
制
高
等
学
校
が
開
設
さ
れ
れ
ば
何
も
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
新
制
中
学
校
が
初
年
度
に
完

成
し
て
し
ま
い
、
新
制
高
等
学
校
が
新
制
中
学
校
開
設
の
翌
年
度
に
設
置
さ
れ
る
文
部
省
の
計
画
通
り
に
進
む
形
と
な
っ
た
南
山
学
園

の
場
合
、
接
続
の
仕
方
が
ど
の
よ
う
な
実
態
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
経
な
が
ら
も
、
幸
い
学
籍
簿
は
旧
制
中
学
校
第
一
期
生
の
も
の
か
ら
残
っ
て
お
り
、
保
管
状
態
も
悪
く
は

な
か
っ
た
。
た
だ
、
な
か
に
は
劣
化
が
目
立
つ
も
の
、
字
の
解
読
が
難
し
い
も
の
な
ど
も
あ
り
、
分
析
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ

た
。
特
に
一
九
四
三
〜
四
五
年
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
空
欄
が
目
立
つ
な
ど
、
戦
争
に
伴
う
変
化
や
影
響
が
み
て
と
れ
た
。

そ
し
て
分
析
の
結
果
、
新
制
南
山
中
学
校
第
四
回
卒
業
生
が
新
制
南
山
高
等
学
校
第
六
回
卒
業
生
に
繋
が
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
旧
制
南
山
中
学
校
入
学
か
ら
旧
制
南
山
中
学
校
卒
業
、
新
制
南
山
中
学
校
、
新
制
南
山
高
等
学
校
卒
業
の

過
程
を
復
元
す
る
基
準
線
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
四
年
度
に
限
り
戦
時
特
別
措
置
で
四
年
卒
業
が
あ
り
、
こ
れ
を
独
立
し
た

第
九
回
卒
業
生
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
旧
制
南
山
中
学
校
初
年
度
入
学
か
ら
学
制
改
革
期
を
経
た
の

ち
ま
で
の
（
新
制
が
加
わ
る
と
転
換
の
措
置
が
入
る
）
学
年
進
行
を
矛
盾
な
く
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
理
解
で
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
旧
制
南
山
中
学
校
、
新
制
南
山
中
学
校
、
新
制
南
山
高
等
学
校
で
は
、
学
籍
簿
の
卒
業

後
の
管
理
を
入
学
年
で
は
な
く
卒
業
年
を
指
標
に
行
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
ら
が
検
討
し
た
学
籍
簿
の
現
在
の
姿
で

あ
り
、
在
学
中
は
ま
だ
学
籍
簿
は
完
成
途
上
で
あ
っ
て
卒
業
時
に
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
記
載
が
終
わ
る
。
こ
れ
を
卒
業
年
ご
と
の
簿

冊
に
仕
立
て
る
こ
と
で
学
籍
簿
の
「
作
成
」
が
終
わ
る
。
こ
れ
は
現
用
文
書
が
簿
冊
の
ス
タ
イ
ル
に
仕
立
て
ら
れ
て
保
管
さ
れ
る
と
い
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う
、
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
す
べ
て
の
作
業
が
途
上
で
停

止
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
南
山
大
学
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
多
く
の
大
学
が
入
学
時
に
学
生
に
与
え
た
学
生
番
号
で
学
籍
簿
を

管
理
す
る
の
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
っ
て
留
年
す
る
学
生

が
少
な
く
な
い
大
学
で
は
、
全
員
の
学
籍
簿
を
一
律
の
指
標
で
管
理
し
よ
う
と
し
た
ら
、
や
は
り
入
学
時
を
指
標
と
す
る
方
が
有
効
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
学
校
・
高
等
学
校
は
お
そ
ら
く
留
年
が
少
な
い
た
め
入
学
者≒

卒
業
者
と
な
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
ま
ま
に
簿
冊
を
作
成
し
て
管
理
し
て
も
問
題
が
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
作
業
に
よ
り
、
学
年
進
行
表
の
基
礎
が
で
き
た
。
あ
と
は
、
南
山
学
園
固
有
の
要
素
を
付
加
し
て
い
け
ば
よ
い
。
一
九
四
八

年
度
に
新
制
南
山
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
た
と
き
、
前
年
度
に
旧
制
南
山
中
学
校
の
四
年
生
・
五
年
生
で
あ
っ
た
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
新

制
南
山
高
等
学
校
の
二
年
生
・
三
年
生
に
編
入
す
る
一
方
で
、
旧
制
南
山
中
学
校
で
そ
の
ま
ま
進
級
し
一
九
四
八
年
度
に
卒
業
し
た
生

徒
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
要
素
を
盛
り
込
む
こ
と
に
し
た
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
の
が
表
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
一
例
と
し
て
、
新
制
南
山
高
等
学
校
の
第
二
回
卒
業
生
と
な
る
一
九
四
四
年

度
の
旧
制
南
山
中
学
校
入
学
生
に
網
掛
け
を
し
た
。
こ
の
学
年
が
、
前
述
の
一
九
四
八
年
度
の
分
岐
を
経
る
学
年
進
行
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
年
度
が
ひ
と
つ
進
む
と
学
年
も
進
行
し
、
表
で
は
右
下
に
移
る
。
し
か
し
、
学
籍
簿
の
作
成
過
程
を
表
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
学
年
進
行
と
は
逆
に
、
第
○
回
卒
業
生
の
表
記
を
遡
及
さ
せ
た
。

ま
た
、
学
籍
簿
に
よ
り
な
が
ら
も
、
時
に
は
他
資
料
も
参
照
し
、
各
学
校
の
卒
業
生
数
（
退
学
・
転
校
生
を
含
む
）
を
記
し
た
。
こ

の
う
ち
、
新
制
南
山
中
学
校
の
卒
業
生
は
、
新
制
南
山
高
等
学
校
に
進
学
し
な
か
っ
た
者
の
数
で
あ
る
（
数
字
は
判
る
も
の
だ
け
を
記

し
た
）。

た
だ
、
こ
の
分
岐
と
な
る
時
期
に
つ
い
て
も
、
判
明
し
な
か
っ
た
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
、
旧
制
の
学
籍
簿
と
新
制
の
学
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籍
簿
で
は
、
記
載
項
目
や
記
入
の
仕
方
自
体
が
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
た
だ
結
果
と
し
て
、
南
山
学
園
の
中
等
教
育
で
は
表
の
よ
う

に
旧
制
か
ら
新
制
へ
の
転
換
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
が
本
章
の
主
た
る
結
論
で
あ
る
。

こ
こ
で
表
か
ら
読
み
と
れ
る
旧
制
か
ら
新
制
へ
の
転
換
と
学
校
間
接
続
に
つ
い
て
、
補
足
・
整
理
を
し
て
お
く
。
以
下
、
羅
列
的
に

述
べ
る
。

①
一
九
四
七
年
の
新
制
中
学
校
発
足
時
に
は
、
新
制
南
山
中
学
校
一
年
生
〜
三
年
生
が
同
時
に
開
設
さ
れ
、
前
年
度
の
旧
制
南
山
中

表
　

旧
制

南
山

中
学

校
か

ら
新

制
南

山
高

等
学

校
へ

の
転

換
小

学
校

卒
業

後
の

学
年

齢
年

度
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

Ⅵ
1941

旧
制

中
1（

11回
卒

）
旧

制
中

2（
10回

卒
）

旧
制

中
3（

8回
卒

）
旧

制
中

4（
7回

卒
）

旧
制

中
5（

6回
卒

77名
）

1942
旧

制
中

1（
12回

卒
）

旧
制

中
2（

11回
卒

）
旧

制
中

3（
10回

卒
）

旧
制

中
4（

8回
卒

）
旧

制
中

5（
7回

卒
74名

）
1943

旧
制

中
1（

13回
卒

）
旧

制
中

2（
12回

卒
）

旧
制

中
3（

11回
卒

）
旧

制
中

4（
10回

卒
）

旧
制

中
5（

8回
卒

82名
）

1944
旧

制
中

1（
14回

卒
）

旧
制

中
2（

13回
卒

）
旧

制
中

3（
12回

卒
）

旧
制

中
4（

9回
卒

82名
 

（
旧

制
中

4卒
＝

11回
卒

）
旧

制
中

5（
10回

卒
177名

）

1945
旧

制
中

1（
14期

生
）

旧
制

中
2（

14回
卒

）
旧

制
中

3（
13回

卒
）

旧
制

中
4（

12回
卒

）
旧

制
中

5（
11回

卒
30名

）
1946

旧
制

中
1（

15期
生

）
旧

制
中

2（
14期

生
）

旧
制

中
3（

14回
卒

）
旧

制
中

4（
13回

卒
）

旧
制

中
5（

12回
卒

127名
）

1947
新

制
中

1（
3回

卒
）

新
制

中
2（

2回
卒

）
新

制
中

3（
1回

卒
80名

）
旧

制
中

4（
14回

卒
）

旧
制

中
5（

13回
卒

68名
）

1948
新
制
中

1（
4回
卒
）

新
制

中
2（

3回
卒

）
新

制
中

3（
2回

卒
14名

）
新

制
高

1（
3回

卒
）

新
制

高
2（

2回
卒

） 
旧

制
中

5（
14回

卒
32名

）
新

制
高

3（
1回

卒
67名

）

1949
新

制
中

1（
5回

卒
）

新
制
中

2（
4回
卒
）

新
制

中
3（

3回
卒

22名
）

新
制

高
1（

4回
卒

）
新

制
高

2（
3回

卒
）

新
制

高
3（

2回
卒

160名
）

1950
新

制
中

1（
6回

卒
）

新
制

中
2（

5回
卒

）
新
制
中

3（
4回
卒

29名
）

新
制

高
1（

5回
卒

）
新

制
高

2（
4回

卒
）

新
制

高
3（

3回
卒

115名
）

1951
新

制
中

1（
7回

卒
）

新
制

中
2（

6回
卒

）
新

制
中

3（
5回

卒
36名

）
新
制
高

1（
6回
卒
）

新
制

高
2（

5回
卒

）
新

制
高

3（
4回

卒
91名

）
1952

新
制

中
1（

8回
卒

）
新

制
中

2（
7回

卒
）

新
制

中
3（

6回
卒

）
新

制
高

1（
7回

卒
）

新
制
高

2（
6回
卒
）

新
制

高
3（

5回
卒

135名
）

1953
新

制
中

1（
9回

卒
）

新
制

中
2（

8回
卒

）
新

制
中

3（
7回

卒
）

新
制

高
1（

8回
卒

）
新

制
高

2（
7回

卒
）

新
制
高

3（
6回
卒

126名
）

備
考

：「
期

生
」

は
旧

制
南

山
中

学
校

の
「

第
14期

入
学

生
」「

第
15期

入
学

生
」

で
あ

る
こ

と
を

意
味

し
、そ

れ
ぞ

れ
新

制
南

山
中

学
校

の
第

1回
卒

業
生

・
第

2回
卒

業
生

と
な

る
が

、
そ

の
転

換
を

明
確

に
す

る
た

め
に

、表
の

よ
う

に
記

し
た

。
卒

業
年

次
の

数
字

は
学

籍
簿

に
よ

っ
た

卒
業

生
数（

退
学

、転
校

を
含

む
）で

あ
る

が
、部

分
的

に
他

の
史

料
も

参
照

し
た

。
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学
校
一
年
生
と
二
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
新
制
の
二
年
生
と
三
年
生
に
進
級
し
た
。
前
年
度
の
旧
制
南
山
中
学
校
三
年
生
と
四
年
生
は
、
そ

の
ま
ま
、
旧
制
の
四
年
生
と
五
年
生
に
進
級
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
七
年
は
新
制
の
上
に
旧
制
が
載
る
形
と
な
っ
た
。

②
一
九
四
八
年
の
新
制
高
等
学
校
発
足
時
に
は
、
や
は
り
、
新
制
南
山
高
等
学
校
一
年
生
〜
三
年
生
が
同
時
に
開
設
さ
れ
た
が
、

一
九
四
七
年
度
の
旧
制
南
山
中
学
校
四
年
生
は
、
希
望
す
れ
ば
、
旧
制
南
山
中
学
校
五
年
生
に
進
級
で
き
、
彼
ら
が
最
後
の
旧
制
南
山

中
学
校
卒
業
生
と
な
っ
た
。
同
様
に
一
九
四
七
年
度
に
旧
制
南
山
中
学
校
を
卒
業
す
る
五
年
生
は
、
そ
の
ま
ま
卒
業
す
る
か
、
新
制
南

山
高
等
学
校
三
年
生
に
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
一
九
四
八
年
度
の
新
制
南
山
高
等
学
校
の
卒
業
生
数
で
あ
る
。

③
一
九
四
七
年
の
新
制
南
山
中
学
校
三
年
生
が
新
制
南
山
高
等
学
校
の
第
三
回
卒
業
生
と
な
っ
た
が
、
彼
ら
全
員
が
新
制
南
山
高
等

学
校
に
進
学
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
卒
業
後
に
就
職
も
し
く
は
南
山
と
は
異
な
る
高
等
学
校
へ
進
学
し
た
生
徒
が
い
た
。

④
一
九
四
四
年
度
の
み
、
戦
時
特
別
措
置
に
よ
り
旧
制
南
山
中
学
校
を
四
年
で
卒
業
し
た
者
が
い
た
。
た
だ
し
、
本
人
の
希
望
に
よ

っ
て
、
五
年
生
へ
の
進
級
を
選
択
で
き
た
の
で
、
一
九
四
五
年
度
に
五
年
で
卒
業
し
た
者
も
い
た
。
卒
業
年
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
彼
ら
は
二
冊
の
学
籍
簿
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
入
学
年
度
と
卒
業
年
度
の
数
字
は
一
九
四
五
年
の
卒
業
生
か
ら
一

致
し
な
く
な
る
。
こ
れ
が
旧
制
南
山
中
学
校
の
学
籍
簿
の
特
徴
で
あ
る）

17
（

。

２　

転
換
の
特
徴

旧
制
南
山
中
学
校
か
ら
新
制
南
山
高
等
学
校
へ
の
転
換
に
お
け
る
特
徴
は
、
表
に
即
し
て
右
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
な
か
で
も
最

も
大
き
な
特
徴
は
、
新
制
の
学
校
が
設
置
さ
れ
る
際
、
基
本
的
に
全
学
年
が
は
じ
め
か
ら
開
設
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
新
制
に
な

い
旧
制
中
学
校
四
年
生
・
五
年
生
も
維
持
し
つ
つ
、
一
九
四
七
年
度
に
旧
制
中
学
校
に
在
学
し
た
生
徒
に
旧
制
中
学
校
卒
業
の
途
を
残

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
措
置
に
よ
り
、
旧
制
卒
業
生
は
南
山
学
園
に
設
置
さ
れ
た
旧
制
の
専
門
学
校
で
あ
る
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
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校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
他
の
旧
制
高
等
教
育
機
関
に
進
学
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

今
ひ
と
つ
指
摘
す
べ
き
は
、
旧
制
で
中
学
校
に
入
学
し
て
新
制
南
山
中
学
校
で
卒
業
し
た
者
の
う
ち
、
新
制
南
山
高
等
学
校
へ
進
学

し
な
か
っ
た
生
徒
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
分
析
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
実
態
と
し
て
、
初
期
の
新
制
南
山
高
等
学

校
・
中
学
校
が
、
中
高
一
貫
教
育
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
南
山
学
園
か
ら
み
れ
ば
、
当
然
進
学
し
て
く
る
と
思
っ
て
い
た

生
徒
が
進
学
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
た
め
に
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
新
入
学
生
の
減
少
が
、
表

か
ら
も
確
認
で
き
る
。
旧
制
南
山
中
学
校
第
一
四
期
入
学
生
と
第
一
五
期
入
学
生
が
新
制
南
山
高
等
学
校
の
第
一
期
入
学
生
・
第
二
期

入
学
生
と
な
る
が
、
彼
ら
が
卒
業
す
る
一
九
五
〇
年
度
と
一
九
五
一
年
度
の
卒
業
生
数
は
、
明
ら
か
に
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
転
換
の
過
程
は
、
南
山
学
園
に
固
有
の
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
私
立
の
旧
制
中
等
教
育
機
関
か
ら
新
制
中
等
教

育
機
関
（
前
期
・
後
期
）
に
転
換
し
た
場
合
に
等
し
く
行
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
例
と
し
て
名
古
屋
市
内
の
同
じ
キ
リ
ス
ト
教

系
中
等
教
育
機
関
で
あ
る
金
城
学
院
の
場
合
を
、『
金
城
学
院
百
年
史
』
か
ら
転
換
の
過
程
を
再
現
し
比
較
し
て
み
て
も
、
金
城
学
院

の
場
合
、
一
九
四
八
年
度
か
ら
旧
制
中
等
教
育
機
関
を
残
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
点）

18
（

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
後

教
育
改
革
期
の
転
換
と
学
校
間
接
続
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
よ
う
な
個
別
の
検
証
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
転
換
の
課
程
に
お
い
て
選
択
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
、
多
く
の
生
徒
は
ど
ち
ら
を
選
ん
だ
か
を
み
て
お
き
た
い
。
こ
こ
ま
で

指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
南
山
学
園
で
は
新
制
か
旧
制
か
の
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
旧
制
を
選
択
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
一
九
四
七
年
度
の
旧
制
南
山
中
学
校
四
年
生
は
、
一
九
四
八
年
度
に
新
制
南
山
高
等
学
校
二
年
生
か
、
あ
る
い
は
旧

制
南
山
中
学
校
五
年
生
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
旧
制
南
山
中
学
校
五
年
生
を
選
択
す
る
生
徒
が
約
三
分
の
二
に
及
ん
だ
。
た

だ
し
、
彼
ら
の
場
合
に
は
一
九
四
九
年
か
ら
新
制
大
学
が
発
足
し
て
し
ま
う
の
で
、
卒
業
後
の
進
学
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
選
択
肢
は

不
利
に
な
る
。
一
九
四
八
年
度
に
十
二
の
公
・
私
立
大
学
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
年
度
本
格
的
に
新
制
大
学
制
度
が
発
足
す
る



95

戦後教育改革期における旧制から新制への転換と学校間接続

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
事
情
に
よ
り
、
新
制
高
等
学
校
編
入
を
選
択
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
救
済
措
置
と
し

て
想
起
さ
れ
る
の
が
、
彼
ら
に
新
制
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
与
え
る
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
専
修
科
の
存
在
で
あ
る
。

名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
専
修
科
は
、
本
来
は
旧
制
中
等
学
校
卒
業
生
に
「
速
成
」
を
旨
と
し
て
一
年
間
、
語
学
の
学
修
を
行
な
う

も
の
で
あ
っ
た）

19
（

が
、
一
九
四
八
年
度
に
は
旧
制
中
等
学
校
卒
業
生
に
新
制
大
学
入
学
資
格
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
専
修

科
は
一
九
四
八
年
度
を
以
て
終
了
し
た
と
み
ら
れ
る）

20
（

た
め
、
一
九
四
八
年
度
旧
制
南
山
中
学
校
卒
業
生
は
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

た
め
、
一
九
四
八
年
度
の
旧
制
南
山
中
学
校
卒
業
に
該
当
す
る
生
徒
の
多
く
は
、
翌
年
度
、
新
制
南
山
高
等
学
校
に
編
入
し
、
大
量

一
六
〇
名
の
卒
業
生
と
な
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
一
九
四
八
年
五
月
に
は
新
制
南
山
高
等
学
校
に
夜
間
課
程
を
設
置
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
一
九
四
九
年
度
か
ら
第
一

学
年
の
募
集
が
始
ま
っ
た
。
一
九
四
七
年
度
の
新
制
南
山
中
学
校
卒
業
生
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
八
年
度
か
ら
の
新
制

南
山
中
学
校
卒
業
生
に
は
定
時
制
高
等
学
校
と
い
う
選
択
肢
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
一
九
四
七
年
度
新
制
南
山
中
学
校
第

一
回
卒
業
生
に
定
時
制
高
等
学
校
を
準
備
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
定
時
制
高
等
学
校
設
置
の
契
機
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
な

お
、
定
時
制
高
等
学
校
は
一
九
五
三
年
三
月
を
以
て
廃
止
と
な
っ
た
）。

以
上
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
四
八
年
度
旧
制
南
山
中
学
校
卒
業
生
は
、
高
等
教
育
機
関
へ
進
学
す
る
た
め
の
資
格
を
南

山
学
園
で
獲
得
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
旧
制
中
学
校
を
選
択
し
た
時
点
で
、
新
制
大
学
へ
の
進
学
は
諦
め
た
か
、

そ
の
意
志
が
な
か
っ
た
者
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
八
年
度
に
限
り
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
専
修
科

が
予
定
さ
れ
る
南
山
大
学
の
入
学
資
格
を
与
え
た
の
は
、
ま
だ
南
山
大
学
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
特
例
で
あ
っ
た
と
言
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
手
続
き
的
に
は
、
一
九
四
八
年
度
の
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
専
修
科
は
「
新
制
夜
間
大
学
」
つ
ま
り
南
山
大
学

二
部
に
入
学
す
る
と
い
う
限
定
さ
れ
た
進
路
の
た
め
に
存
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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旧
制
南
山
中
学
校
の
生
徒
は
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
が
意
識
さ
れ
た
場
合
、
新
制
学
校
の
卒
業
資
格
を
求
め
て
新
制
に
編
入
す
る
か
、

救
済
措
置
に
乗
る
な
ど
の
選
択
肢
を
選
ん
で
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
進
学
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
旧
制
南
山

中
学
校
と
新
制
南
山
中
学
校
、
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
と
南
山
大
学
と
は
、
同
等
の
資
格
と
意
識
さ
れ
、
且
つ
、
在
学
年
限
が
短
く

済
む
方
が
選
択
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
選
択
が
多
く
行
な
わ
れ
る
の
は
、
戦
中
期
と
、
定
時
制
や
二
部
に
生
徒
・
学
生

が
集
ま
る
よ
う
な
戦
後
一
時
期
の
社
会
を
背
景
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い）

21
（

。

最
後
に
前
身
校
を
持
つ
と
は
表
現
し
難
い
、
南
山
高
等
学
校
・
中
学
校
（
女
子
部
）
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
女
子
部
の
場

合
は
、
新
制
中
学
校
の
開
設
は
男
子
部
よ
り
一
年
遅
れ
て
一
九
四
八
年
四
月
に
設
置
さ
れ
、
新
制
高
等
学
校
は
中
学
校
の
卒
業
生
が
出

た
一
九
五
一
年
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
南
山
高
等
学
校
・
中
学
校
で
は
、
制
度
上
は
高
等
学
校
と
中
学
校
の
二
つ
の
学
校
で
あ
り
、
そ

の
中
に
男
子
部
と
女
子
部
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
男
子
部
・
女
子
部
が
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
の
学
校
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
に
お
い
て
は
、
新
制
中
等
教
育
は
男
女
別
学
に
行
な
う
と
い
う
方
針
に
従
っ
た
も
の
で
あ

る）
22
（

。
こ
の
よ
う
に
、
実
態
と
し
て
男
女
別
学
の
独
立
し
た
学
校
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
た
め
、
学
年
の
整
備
が
男
子
部
と
女
子
部
と

で
別
々
に
進
行
し
て
も
問
題
は
な
か
っ
た
。

初
期
の
南
山
学
園
で
は
、
大
学
と
男
子
部
・
女
子
部
（
つ
ま
り
高
等
学
校
と
中
学
校
）
が
同
じ
街
区
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
学
園
全

体
の
行
事
（
学
園
祭
や
要
人
の
歓
迎
式
な
ど
）
が
合
同
で
行
な
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
中
・
高
・
大
の
連
携
が
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
ま
ず
女
子
部
が
、
次
に
大
学
が
移
転
す
る
と
学
園
全
体
で
行
な
う
行
事
は
出
来
な
く
な
っ
た
。
現
在
、
戦
中
期
の
短
期
間
だ
け
存

在
し
た
小
学
校
が
南
山
大
学
附
属
小
学
校
と
し
て
復
活
し
、
小
学
校
〜
大
学
の
連
携
は
南
山
学
園
の
新
た
な
課
題
に
な
っ
て
い
る）

23
（

。
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む
す
び
に
か
え
て

南
山
学
園
に
お
け
る
新
制
か
ら
旧
制
へ
の
転
換
の
特
徴
は
、
旧
制
／
新
制
の
選
択
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
必
ず
し
も
新
制
を
選
ぶ

学
生
が
主
流
派
で
は
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
在
学
年
限
と
取
得
で
き
る
資
格
（
上
級
学
校
へ
の
進
学
資
格
を
含
む
）
と
の
比

較
の
問
題
と
な
る
。
何
よ
り
も
旧
制
と
新
制
の
最
大
の
差
異
は
、
中
学
校
が
義
務
教
育
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
中
学
生
に
な
る
こ
と

が
厳
し
い
選
抜
の
結
果
で
あ
れ
ば
、
よ
り
上
級
の
学
校
で
は
、
同
世
代
に
占
め
る
割
合
は
当
然
小
さ
く
な
り
、
限
ら
れ
た
存
在
で
あ
る

こ
と
の
貴
重
さ
は
確
実
に
旧
制
の
方
が
上
で
あ
っ
た
。
高
等
学
校
及
び
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
が
低
い
学
制
改
革
初
期
で
は
、
こ

の
よ
う
な
理
由
で
旧
制
が
主
流
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
南
山
は
そ
れ
に
該
当
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
後
期
中
等
教
育
機
関
及
び
高
等

教
育
機
関
へ
の
進
学
率
が
高
ま
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
生
じ
な
く
な
る
が
、
そ
う
な
っ
た
段
階
で
は
既
に
旧
制
か
ら
新
制
へ
の

転
換
は
過
去
の
話
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
論
と
し
て
は
こ
の
よ
う
に
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
実
相
は
個
別
的
で
あ
る
。
本
稿
の
よ
う
な
事
例
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と

で
、当
事
者
の
視
点
に
立
っ
て
旧
制
か
ら
新
制
へ
の
転
換
を
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
本
稿
で
は
、

新
制
が
当
事
者
の
多
く
に
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
実
態
を
提
示
で
き
た
と
考
え
る
。

本
稿
の
成
果
の
ひ
と
つ
は
、
学
籍
簿
（
指
導
要
録
）
と
い
う
学
校
に
備
え
ら
れ
る
文
書
が
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
、
管
理
・
保

存
さ
れ
る
か
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
的
理
解
に
よ
っ
て
、
文
書
の
構
造
が
理
解
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
さ
や
か
な
事
例
で
は
あ
る
が
、

文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
文
書
を
理
解
す
る
鍵
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
得
た
と
考
え
る
。
本
稿
は
教
育
史
の
一

過
程
を
扱
っ
た
論
稿
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
一
事
例
と
な
り
得
る
の
で
あ
り
、
史
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学

的
検
討
の
有
効
性
を
示
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
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註

（
1
）　

本
稿
が
対
象
と
す
る
旧
制
南
山
中
学
校
は
五
年
制
で
あ
り
、男
子
の
み

が
入
学
す
る
。
そ
の
た
め
、本
稿
の
主
た
る
対
象
は
男
子
生
徒
で
あ
る
。

（
2
）　

文
部
省
編
、
第
二
編
第
一
章
第
三
節
「
新
制
高
等
学
校
の
発
足
」、
帝

国
地
方
行
政
学
会
刊
、
一
九
七
二
年
。

（
3
）　

法
人
の
名
称
と
し
て
の
「
南
山
学
園
」
は
一
九
四
六
年
七
月
か
ら
使

用
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
学
校
の
経
営
体
あ
る
い
は
総
合
学
園
の
呼
称

と
し
て
「
南
山
学
園
」
と
表
記
す
る
。

（
4
）　

学
校
間
接
続
の
問
題
は
、
教
育
学
で
は
、『
教
育
学
研
究
』
第
七
七

巻
第
二
号
特
集
「
学
校
間
接
続
を
め
ぐ
る
問
題
と
今
後
の
論
点

（
二
〇
一
〇
年
六
月
、
日
本
教
育
学
会
）
な
ど
、「
現
在
」
の
課
題
に
即

し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。戦
後
教
育
改
革
の
実
際
に
つ
い
て
は
、

転
換
に
つ
い
て
山
内
太
郎
編
『
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
５ 

学
校
制
度
』

（
一
九
七
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
が
あ
り
、
各
段
階
の
学
校

の
設
置
、
課
程
、
教
科
な
ど
に
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
接
続
に
つ
い
て
は

山
田
朋
子
「
戦
後
教
育
改
革
に
お
け
る
新
制
高
等
学
校
の
成
立
過
程
―

大
阪
府
の
入
学
者
選
抜
状
況
を
中
心
に
―
」（『
奈
良
女
子
大
学
教
育
学
科

年
報
』
第
一
一
号
、一
九
九
四
年
一
月
、奈
良
女
子
大
学
）
な
ど
が
あ
り
、

と
く
に
受
験
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
究
が
同
時
代
的
関
心
も
あ
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
よ
う
な
関
心
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
5
）　

本
稿
は
こ
こ
で
扱
っ
た
学
籍
簿
に
つ
い
て
南
山
高
等
学
校
・
中
学
校

（
男
子
部
）
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
際
、
中
尾
と
永
井
が
南
山
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
委
員
と
し
て
当
該
資
料
に
つ
い
て
行
な
っ
た
調
査
に
基
づ
い
て
執

筆
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　

永
井
英
治
「
戦
後
設
置
の
専
門
学
校
の
歴
史
的
意
義
―
外
国
語
専
門

学
校
の｢

遺
産｣

―｣

『
ア
カ
デ
ミ
ア
』
人
文･

社
会
科
学
編
第
八
二
号
、

二
〇
〇
六
年
一
月
、
南
山
大
学
。
以
下
、
名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
の

史
料
に
つ
い
て
は
、
南
山
学
園
史
料
集　

名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
史

料
集
』（
二
〇
〇
五
年
四
月
、
南
山
学
園
）
に
拠
っ
た
。

（
7
）　

海
後
宗
臣
・
寺
崎
昌
男
『
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
９ 

大
学
教
育
』
第

二
章
「
四
年
制
大
学
」、
一
九
六
九
年
、
東
京
大
学
出
版
会
。

（
8
）　

南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
閲
覧
可
能
な
史
料
に
は
、
こ
の
点
に
言
及
し

た
も
の
は
な
い
。
仮
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
南
山
学
園
史
を
独

力
で
執
筆
し
た
松
風
誠
人
が
必
ず
メ
モ
（
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
は
松

風
メ
モ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
を
残
し
た
は
ず
で
、
南
山
学
園
史
の
ポ
イ

ン
ト
を
確
実
に
押
さ
え
て
い
る
「
松
風
メ
モ
」
に
関
係
す
る
記
述
が
見

ら
れ
な
い
の
は
、
や
は
り
一
九
四
九
年
設
置
が
規
定
の
路
線
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
9
）　

以
下
、
南
山
大
学
設
置
認
可
関
係
の
記
述
は
、『
南
山
学
園
史
料
集 

13 

南
山
大
学
設
置
認
可
申
請
書
』（
二
〇
一
八
年
三
月
、
南
山
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
）
に
よ
る
。

（
10
）　
『H

O
M

IN
IS D

IG
N

ITATI 

南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
誌
』
第
一
章

第
四
節
第
四
項
「
四
日
市
南
山
と
長
崎
南
山
」、
南
山
学
園
、
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二
〇
〇
七
年
。

（
11
）　

第
一
部
第
二
章
第
三
節
「
創
設
時
の
南
山
大
学
」、
南
山
大
学
、

二
〇
〇
一
年
。

（
12
）　
『
南
山
学
園
史
料
集 

13 

南
山
大
学
設
置
認
可
申
請
書
』（
前
掲
）﹇
解

説
﹈。

（
13
）　

鳥
居
朋
子
「
戦
後
教
育
改
革
期
に
お
け
る
上
原
專
祿
の
大
学
教
育
論

―
実
業
教
育
へ
の
内
省
に
基
づ
く
一
般
教
育
論
の
展
開
―
」『
名
古
屋

高
等
教
育
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
名
古
屋
大
学
高
等
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
。

（
14
）　

林
雅
代
「
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の

開
設
と
終
焉
―
日
米
高
等
教
育
関
係
史
に
つ
い
て
の
一
試
論
―
」『
ア

ル
ケ
イ
ア
―
記
録
・
情
報
・
歴
史
―
』
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、

二
〇
〇
七
年
三
月
、
南
山
大
学
史
料
室
。

（
15
）　

こ
の
点
は
南
山
大
学
設
置
認
可
書
（『
南
山
学
園
史
料
集 

13 

南
山
大

学
設
置
認
可
申
請
書
』（
前
掲
））
に
設
置
条
件
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
。

南
山
学
園
は
文
部
省
の
指
示
を
先
取
り
し
て
設
備
を
配
置
し
て
い
た
こ

と
に
な
り
、
こ
こ
に
南
山
学
園
の
志
向
が
読
み
取
れ
よ
う
。

（
16
）　

音
楽
の
授
業
で
は
、
楽
器
の
演
奏
と
い
う
実
技
の
科
目
ま
で
用
意
さ

れ
て
い
た
。

（
17
）　

あ
ら
か
じ
め
第
○
回
卒
業
生
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
入

学
時
か
ら
そ
れ
を
「
第
○
回
生
」
の
よ
う
に
転
用
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
旧
制
南
山
中
学
校
で
は
、

入
学
時
は
一
緒
で
も
卒
業
年
度
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
そ
の
よ

う
な
方
法
は
適
切
と
は
言
い
難
く
な
る
。

（
18
）　

第
三
章
第
三
節
「
学
制
の
改
革
と
発
展
」
一
九
九
六
年
、金
城
学
院
。

な
お
、「
金
城
学
院
」
と
は
、
一
九
四
七
年
に
改
称
さ
れ
た
名
称
で
、

そ
れ
以
前
は
金
城
学
園
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
の
比
較
の
対
象
は
お
も

に
一
九
四
七
年
度
以
降
な
の
で
、
金
城
学
院
の
名
前
を
用
い
て
い
る
。

（
19
）　

一
九
四
七
年
四
月
「
南
山
外
国
語
専
門
学
校
規
程
」（『
南
山
学
園
史

料
集　

名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校
史
料
集
』（
前
掲
）
第
九
六
号
）。

（
20
）　
「
専
修
科
日
誌
」（『
南
山
学
園
史
料
集　

名
古
屋
外
国
語
専
門
学
校

史
料
集
』（
前
掲
）
第
一
〇
〇
号
）
が
一
九
四
九
年
四
月
三
日
で
終
わ

っ
て
お
り
、
一
九
四
九
年
度
入
学
生
の
募
集
に
関
す
る
記
事
が
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

（
21
）　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
昼
間
課
程
の
学
校
に
通
学
で
き
な
い
学

生
・
生
徒
が
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
経
済
的
理
由
の
み
を
挙
げ

る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

（
22
）　
『H

O
M

IN
IS D

IG
N

ITATI 

南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
誌
』（
前
掲
）

第
一
章
第
四
節
第
二
項
「
中
等
教
育
の
新
展
開
」。

（
23
）　

中
尾
と
永
井
は
、
二
〇
一
六
年
度
・
二
〇
一
七
年
度
に
高
大
連
携

事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
学
に
所
属
す
る
永
井
が
男
子
部
に
出
か
け

て
、
男
子
部
に
所
属
し
て
い
た
中
尾
の
協
力
を
得
て
「
歴
史
の
中
の
南

山
」
と
題
す
る
授
業
を
行
な
っ
た
。
中
尾
の
発
案
に
よ
る
こ
の
授
業
は

二
〇
一
八
年
度
以
降
実
施
で
き
て
い
な
い
が
、
さ
さ
や
か
な
連
携
事
業

で
あ
る
と
と
も
に
高
校
生
に
対
す
る
自
校
史
教
育
を
行
な
う
試
み
は
、

検
討
に
値
す
る
と
考
え
て
い
る
。
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Abstract

　In this paper, we restore the converting from old system school to new system 

school and articulation between schools of Nanzan School Corporation in postwar 

education reform period. Our analysis makes clear as follows:

1. The graduates of Nagoya College of Foreign Languages transferred Nanzan 

University school year second. It meant that entering into liberal art course in 

Nanzan University was more important than duplicating school years. The other 

hand, the graduation of Nagoya College of Foreign Languages was considered as 

equal as the graduation of Nanzan University at the eye point of license.

2. According to our restoration of the converting and articulation of Nanzan School 

Corporation, most students made their choice old system school in the case of no 

entering into higher school. The reasons of their choice why that they considered as 

equal old system high school and new system junior high school in such a case.

3. Our analysis of the school register needs the eye point of archival science. The 

lifecycle of the school register in Nanzan School Corporation is one of the most 

important way to understand our subject.


